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生殖医療に特化した「リプロダクションセンター」を岡山大学病院内に開設 

不妊症、不育症、がん患者の生殖機能温存への先進医療を推進 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

＜内容＞ 

生殖（リプロダクション）に関する医療は、技術の進歩が目覚ましい一方で、生命・医療に関す

る倫理的な課題も生み出しています。また、生殖医療は、生命の誕生と喪失の現場でもあり、不妊

症や不育症（流死産を繰り返す状態）患者では、カップルがともに先の見えない不安や自己肯定感

の低下などに向き合うことになり、精神的な支援も必要になります。 

岡山大学では、総合大学の特長を活かし、医学部―農学部連携（医農連携）により 2013 年、「胚

培養士の養成に特化」、「総合大学に設置」、「生殖医療の教育と研究の融合」などの点において国内

初の拠点である岡山大学生殖補助医療技術教育研究センターを開設。体外受精などで、ヒトの卵子

や精子、受精卵を取り扱う胚培養士の養成を開始しました。医学部におけるヒトへの医療や倫理観

などを習得するとともに、動物の卵子や精子、受精卵などを用いて、体外受精などの実習を行うこ

とのできる教育施設として注目されています。この医農連携は、教育のみではなく、生殖医療への

応用を目指した各種の研究にもつながっています。 

また、岡山大学病院は日本で初めて、抗がん剤治療による卵巣機能の低下が予測されるがん患者

の将来の妊娠のために、卵巣の凍結保存を実施しており、現在がん患者の妊孕性（妊娠する能力）

温存治療の拠点となっています。さらに、2013 年からは岡山大学内外の「がん治療」と「生殖医療」

に関わる医療スタッフ（医師、看護師、助産師、心理士、胚培養士など）が集まり、地域全体のが

ん患者が妊孕性・生殖機能を温存できるように「がんと生殖医療ネットワーク OKAYAMA」を設

立しています。 

新設する岡山大学病院「リプロダクションセンター」ではこれらの人材や技術を生かし、不妊症

岡山大学病院は 10 月 1 日、院内に、生殖医療に特化した「リプロダクションセンター」を開設

します。 

岡山大学では、医学部―農学部連携（医農連携）により 2013 年、「胚培養士の養成に特化」、「総

合大学に設置」、「生殖医療の教育と研究の融合」などの点において国内初の拠点である「岡山大学

生殖補助医療技術教育研究センター」を開設。体外受精などでヒトの卵子や精子、受精卵を取り扱

う胚培養士の養成を行うとともに、生殖（リプロダクション）に関する各種の研究を行っています。

また 2013 年からは、がん患者の抗がん剤治療などにより失われる妊孕性（妊娠できる能力）の温

存のために、「がん治療」と「生殖医療」に関わる医療スタッフが集まり「がんと生殖医療ネット

ワーク OKAYAMA」を設立しています。 

「リプロダクションセンター」ではこれらの人材や技術を生かし、不妊症や不育症（流死産を繰

り返す状態）患者、生殖機能温存を希望するがん患者などに先進的・包括的医療を提供します。 
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や不育症患者、生殖機能温存を希望するがん患者などに、先進的かつ心理面、倫理的な課題にも対

応する包括的医療を提供します。 

 

◆担当者からのひとこと 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡山大学病院リプロダクションセンター 

岡山大学生殖補助医療技術教育研究（ART）センター 

岡山大学大学院保健学研究科 

岡山県不妊専門相談センター「不妊・不育とこころの相談室」 

中塚幹也 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  岡山大学は、国連の「持続可能な開発目標（SDGs）」を支援しています。 

 

＜お問い合わせ＞ 

岡山大学大学院保健学研究科 

教授 中塚幹也 

（電話番号）086-235-6538（FAX兼） 

（メール） mikiya@cc.okayama-u.ac.jp 

 

生殖医療は、精子や卵子から妊娠、出産までを取り扱う医療で

す。小児や AYA 世代（思春期・若年成人）の方も含めて広い年

齢の方を対象としています。また、医療技術の提供にとどまらず、

精神支援も必要であり、倫理的課題や経済的課題などに関する情

報提供も重要になっています。 

このような各種の側面を持つ生殖医療に関して、大学スタッフ

は、実践者として、研究者として発信してくことが求められてい

ます。 

 

 

 

 

 


